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（東京女医大町第28巻第5号：ff 347 一 354昭和33年5月）
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 著者はさきに，川崎市中央保健所！）2），淀橋保

健所5・ならびに渋谷保健所4）の各管内における出

生票と死亡票を資料として，未熟児について調査

し報告した。その結果，未熟児の境界は2。 500 g

を含めて2．5GGg以下とすべきであり，男女の出

生時体重，乳児死亡率に性差のあることから老え

て，男女の境界は別々にもうけるべきであるとの

点については，各保健所の調査とも共通した結論

をえた。しかし未熟児の境界を体重のみによら

ず，在胎月数をも老堕してきめるべきか否かの点

に関しては，川崎及び渋谷では全出生児中の早産

児は男児に多い点，女児の未平町は満期産児が，多

い点，早産成熟児が満期産未熟児より高い死亡率

をしめす三等から考えて，在胎月数をも考慮して

きめるべきであるとの結論をえた。しかし淀橋の

調査では全出生児中の早産児は女児に多い点，女

児の未熟児は早産児が多い点，満期産未熟児の死

亡率が早産成熟児の死亡率より高い点などいずれ

も川崎，渋谷とは逆の結果であって，体重のみに

よる従来のきめ方が妥当と思われ，異った結論を

えアこ。

 そこで今回は更は芝保健所管内の資料にもとづ

いて以上の相異を再検討するとともに，あわせて

前回まで行ったと同様に，出生時の社会生物学的

環境が未熟児におよぼす影響についても調査し

た。

       資料及び調査方法

 資料は昭和27年1月から30年12月までの4年間

に芝保健所管内で出生した7，440枚の出生票と，同出

生児の一年未満の死亡票（27年から31年にわたる）

159枚を用いた。第三国人及び必要項目に不明な点の

ある出生票及び死亡票や，該当する出生票のない管外

よりの転入者の死亡票は除外した。なお前回までの調

査では乳児死亡と新生児死亡をあわせて調査したが，

今回は新生児死亡の例数が少いため省略した。

 検定方法は百分率の差の検定により，

         Pl 一 P2
・イ当課1±巳）極（11’1？f一11－20．P）7．

の式を用いた。ただしPl，P2は比較する二つの百分

率，n1， nzは二標本のそれぞれの観察数である。な

おtの値が2以．ヒの場合を有意の差があるものとし

た。

      研究結果および考察

1 未熟見の境界
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   第1図 出生時体重別度数分布（芝）

 出生児，男3，871名，女3，569名，計7，440名

について1009階級の体重別度数分布をしめすと

第1表ならびに第1図のごとくである。3，0009代

を境としてそれ以下の体重では，2，800g代を除

いてはいずれも女の出生が多く，3，1COg以上で
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第ユ表体重別乳児死’亡平
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は常に男の出生が多い。これより算出した平均出

生時体重は次にしめすごとく，男3，l149，女3，020

9，で性差は94gである。検定すると男女の差は

有意である。

     男 死＝＝3，114±7g

     女死＝3，020±7g

これより生物学的に性差を有することは明らかで

あり，女の未熟児の境界を男よりも低い体重にお

くことは妥当と考えられる。

 なお第1図において，3，0009代を頂点として

その両側の2，9009代（男女とも）および3，2009

代（男）は深い凹みを作っているが，このことは

前回までの調査におけると同様に，2，9009代，

3，2009代のものが切り上げられて3，0009，3，3009

として記載される結果と推察すする。3，0009，

3，3009は尺貫法の8GO匁，880匁にそれぞれ相当

するため，尺貫法で測定されたこの附近の体重は

各々800匁，880匁として記載されることによる

ものであろう。

 次に我が国の未熟児境界は，2，500gを含めず

2，500g未満としている点について検討すると，

2，SO⑪9代の出生は第1表のごとく291名（男女の

計）であり，そのうち2，5009丁度のものは73名

（26％）である。そのため2，5009を含めるか否か

により未熟児の割合は以下のごとくことなる。

    2，500gを含めない揚合の未熟児数

        653名 （8．8％）

    2，500gを含めた揚合の未熟児数

        726名 （9．8％）

2，5009を含めない揚合の未熟児は，2，5009を含

めた寒造の90％（653×1CO／726）で，未熟児の

出生割合は1．0％の差を有し，検定すると有意で

ある。これは2，5009代の1／4以上か丁度2，5009

であることから考えて，2，4009代のものが一切り

上げられて2，5eo 9として記載されることが想像

されるゆえ，未熟児の境界は2，5009を含めて，

2，500g以下とすべきであると考える。

 2．体重別乳児死亡

 出生時体重別出生100に対する乳児死亡を観察

すると，第1表ならびに第2図のごとくである。

1，700g以下および3，5COg以上は小数例のため

結論をさけるが，男女とも体重の小さいものに死

亡率が高く，体重の増加するにしたがい減少する

傾向がみられる。男女を比較すると，2，1009代，

2，7CO 9代を除いては男が常に女より高い死亡率

をしめす。すなわち死亡からも男女間に差がある

ことが認められる。これは著者の前三保健所の調

査及び甕ら8），山下ら5）の報告と同様である。
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     第2図 体重別乳児死亡率

 ここで2，5CO 9代の死亡について襯察すると，

前述のごとく2，5009代の出生の26％は丁度

2，5009であるが，死亡では2，5009代の死亡（男

女の計）1エ下中4名，即ち36 ％が丁度2，5009で

あった。この点からも2，4GOg代のものが切り上

げられて2，5009として記載されていることが推

察される。

 第2表未熟児及び早産児の出生割合及び出生性比

出倒磁鑑「購犀暢
男13・・87・12867… 393・・

女・，56gl翻（、1：1）・353・8

賑1・・8嚥1引 103 ］

  ヨ

  （）内は男女とも2，500g未満の場合

 3．未熱児の出生

 未三児の出生（第2表）は，男7．4％，女は境

界を2，450 9 8）とした男合は8．4％で，境界を

2，5009未満とした場合に比らべて1．6％減少す

るが，なお男より高率である。検定すると有意の

差を認めない。総IT生性比は108であり，未熟児

の性比は93（2，5009未満の揚合は80）であって

未熟児の出生は女に多い。早産の出生性比は103

であって早産児は男に多い。この点は幽香では早

産性比は93であって早産児は女に多かったが，そ

一3堵9一
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の他の調査地区ではいずれも麺0以上であって早

産児は男に多かったのと一致する。

 次に未熟児の出生を三胎月数によって，満期産

と早産にわけて概察すると第3表のごとくであ

る。男の早産児は34％，女の．甲産児は31％（2，5eo

9未満の揚合はC9％）で，女の未熟児は男より満

期産児が多い傾向がある。検定すると男女の早産

児率は有意の差を認めない。

 第3表未熟児の在胎月別出生割合と出生性比

一 謹一撮．福徳再薦「驚皐「蕃「

隈」」甲」．．錐㌧・・⊥・一一饗一

皿タ⊥∫酒糟ΣL玉・器）．還蚤駐一罪》i
L起重＿垂    （ξ｝珪） 1，．．．    1  ｝8左） 1      i      ，

女

∵響・而∬廊下「評

成熟児

未熟 児

 1． 02 i 7． 69 1 1． 10
（33／3221） 1 （3／39） i （36f3260）

 5． 63
（12f213）

・計
 1． 31

（45f3434）

25． 00

（24f96）

 20． 00
（27， 135）

11． 65

（36／309）

  （）内は男女とも2，5GO 9未満の場合

 出生性比は満期産児89（2，5009未満の蜴合は

74）は早産児101（2，5CO 9未満の場合は94）で，

未熟児の早産児は男に多い点，淀橋以外の他門と

同様である。

 4． 満期産早産別成熟児未熟児別丁児死亡

 満斯産早産別，未熟児成熟端野に，出生100に

対する乳児死亡（第4表）を擬察すると，総数，

男，女とも未熱児は成熱児よりはるかに高い死亡

率をしめし，早産児は満期産児よりも高い死亡率

をしめす。・早産成熱児と満期産未熟児を比較する

 第4表 満期産早産別未熟児成熟児別乳児死亡率

        総   数

 2． 02
（72／3569） i

遮惣・・ケ馴・・月以下計

  （）申の分子は死亡数，分母は出生数

と，早産成熟児が高い傾向がある。検定すると総

数，男，女とも有意の差を認めない。それ故に；在

胎月数が死亡率に影響を及ぼすか否かの点は，本

調査では明らかでない。

 H 未熱児と出生笥の社会生物学的環境

 1．未熟児と鼠生順位

 1）出生（第5表）：男女総数からみた未熟児の

出生率は8．0％であるが，第1子のみでは9．6％

であって，第2子以上の7．1％に比較して高率で

有意の差があり，前回までの調査2）5）4）及び諸氏

6）7♪910♪12）14）の報告と「司様である。

     第5表 出生順位別未熟児出生

第 1 子i第2子以上

 1． 26 ［ 9． 88 i 1． 36
（e－51L917．S．1？一i一．一”g－8－f8i？．一mmL．（93f9．8－4il．）

計

成熟児｝2・・36・ 4，4551・・845

丞塾劉一…（。識）L（塾鞠．Lf。1動

成熟 児

未熟児1（・・協

計
 1． 58
（113f7166）

 1．9． 69

（38f193）

 16． 79

（46／274）

 11． 09

（66f595）

 2． 14
（159f7440）

計 2， 644 1 4， 796 7， 440

    t ＞ 2

第6表 出生順位別乳児死亡

   未熟児
  ヨ．第一．ユ．一王禦型竺 三

戸、．迎璽羅以．一（  4412． 90％）一、処翫〉．

生 凱．．・・21・r・． 52・

計 254 341 595

男

＼適台籔il。。脚コ；。漸下1

体重＼1
無心1（52協）． 11． 90

（5f42）

  計

1 1． sg
1 （57f3sss）

未熟刺（・6描 14． 43

（14／97）

言■（68耀・）（・鞭

 10． 49

（30f286）

 2． 25
（87／3871）

t 〈 2

成熟児
     第・子1第2子以上｝計

死」三后蕩辻廷，銑）堕ll髪）

生 存12・・372 4・・38・ 6・・52

計 2， 390 4， 455 6， 845

t ＞ 2
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 2） 死亡（第6表）：全未熟児の乳児死亡率は

1工・1％，全成熟児の乳児死亡率は1．4％で，当然の

ことながら未熟児は成熟児よりはるかに高い死亡

率をしめす。出生順位別では，未熟児，成熟児と

も第2予以上の死亡率が高い傾向をしめすが，検

定すると成熟児では差があるが未熟児では差がな

い。これは，第2子以上のものは第1子にくらべ

て母親の育児に対する関心がうすく，充分な養護

がなされないためで，未熟児では第2子以上のも

のでも比較的注意して養護されるためであろう。

 2．未熟児と身分

 ／）出生（第7表）；非嫡出子の未熟児出生は

嫡出子よりもやや多い傾向があるが，検定すると

差を認めない。この地区の出生児は，いわゆる中

産階級の家庭のものが多いために，前回までの調

査で認められたような社会的悪条件の影響をうけ

ることが少ないものと推察される。

     第7表 身分別未熟児出生

れる。

 3．未熟児と死産の有無

 1）出生（第9表）：かつて死産を経験したこ

とのある母親から生れる未熟児は17．3％で，死産

を経験し7こことのないものから生れる未熟児7・8

％の2倍以上であり，明らかに高率である。9）15）

未熟児の原因は，死産の原因と共通したものが考

えられるゆえ，死産の既往のあるものに未熟児出

生が多いことは当然であろう。

    第9表 死産の有無別未熟児出生

陣坪勘、死産細革
成熟則  148
．赴塾．堅し（・縄％》＿

「計 i・79

6，697｝6．845
     
 ら64閲．…… 一’  昏95

（7．7Z％）一一！一㎝⊆四二99％）、

      7，261   1   7，440

     t ＞ 2

第10表 死産の有無剃乳児死亡

    未熟 児

陣出子匪轍副計
隊掛日◎63酬・・4［6・・845
国譲一直「  酪㌘一i7， 88％）「召．翫1呼野y
1－r’”’

242 1 7，440
   1

L＿｝死鯛壁細長、
死   亡

1

計 7， 198

    吐蛾到（・・．ll％）「⊆・賜）

生 矧 箆 … 529
 計 31 顧 595

   t 〈 2

第8表 身分別乳児死亡

  未熟児

t 〈 2

成熟児
1 歩熊．有1死産無 計

瞬出子非磯子 計

死

生

亡（、e．％％）1（、。，翻（、．1勢

存 506 23 529

567 28 59．5

死 亡1．（。3酬（轟）（・蛎

生 存 143 6， 609 6，752

二

一

148 6， 697 6， 845

t ＞ 2

成熟児
陣出子i非聯愚 計

死
司（i．3gOo／．） E （i．403e％）［（．銑）

生 存  6，541 211 6， 752

計 6， 631 214 6， 845

         t 〈 2

 2）死亡（第8表）：死亡率は未熟児では非嫡

出子が高率であるが，成熟児では差を認めない。

以上非嫡出子の未熟児では，生後において種々社

会的悪条件が発育に悪影響を及ぼすものと推察さ

         t 〈 2

2）死亡（第10表）：死亡は未熟児では死産の

が，成熟児では死産のあるものがやや高い傾向が

ないものあるが，検定するといずれも有意の差を

認めない。

 4．未熟児と分娩の揚所

 1） 出生（第11表）：施設内分娩は全出生の70

％（523xlGO／7440）であって，川崎の30％と

比較すると全く逆の数字であり，淀橋，渋谷と比

較しても高率であを点興味深い。未熟児の出生は

：施設内分娩が8．4％で，施設外分娩7．1％に比較

してやや高い傾向があるが，検定すると差を認め

ない。これは施設内分娩が出生児の大部分をし
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め，第1子とか母休に疾病のあるもの等の特定の

階級のものに限られないためであろう。

   第11表 分娩の場所別未熟児出生

施設 内施設列  計
      1

成熟児1      4， 791
T一一LL－LT．」

2，054 6， 845

・未熟
   439
児  （8． 39％）

  計L 5，230

 156 1 595
gZ．PLS9．一）一．11一（一8・g｛Oi1％一．）一一

2，210 7， 440

死亡は逆に医師立会のものに高率である。このこ

とは，他の調査地区ではいずれも出生は医師立会

のものに多く，死亡は逆に助産婦その他の立会の

ものに多いのと比較して全く相反する結果であ

り，いかなる理由にもとずくかは更に研究の余地

がある。

   第14表 出生時立会人別乳児死亡

        未熟児

    t 〈 2
第12表 分娩の場所別乳児死亡

    未熟児

死

亡繋鐙ぎ越易．
134 529

死

生 存 395

計 439 156 595

t 〈 2

成熟児

医 制鵜勧坑
山（、。ll％）［． i6．、銑）（、、．ll％）

生 存 283 246 529

計

   56’
亡．（実意）

存： 4，735

331

死
F’

i生

264 595

堕一汁随兵外i計
            露     1一一’ ’tt7 ’
     ．． 一（一ir 80．％）一i．r（1’ 3．6一％）．．

            6， 7522， 017

t ＞ 2

成熟児

6， 845

医 廓国事短 計
死

計 4，791 2， 054

生

亡1   61      32
  （1．43％）    （1．23％）
                                                                            

存i4・・92｝・・56・

 9st一
（1． 36％）

6， 752

計   4， 2s3 1 2， sg2

    t 〈 2

第15表 単胎多胎別未熟児出生

6， 845

         t 〈 2

 2）死亡（第12表）：死亡は未熟児，成熟児と

も施設外分娩のものにやや多い傾向があるが，検

定するといずれも有意の差を認めない14）。これは

出生の蜴合と同様の理由によるものであろう。

   第13表 出生時立会人別未熟児出生

匝 飼多
成熟児 6，832

尉．．．．寄．．一

13 1 6，845
未熟児i忽薩■【遜％）1（ 5958． 000／5）

 計「 7・352188 1 7， 440

． ．．1 ．．．．t．rT．．”trnL．一．t－u！

1医

成熟児 4，253

      ロ                                                   

師1聖房儒 計
      ．2， 592 6， 845

圭一塾児1（，．1勤

 計    4，584

 264 1 595
（9． 24 0／5） t （8． 00％）

2， 856 7， 440

         t ＞ 2

 5． 未熟児と出生時立会人

 1） 出生（第13表）：未熟児出生率は助産婦そ

の他の立合のものが9．2％で，医師立会のもの7．2

％に比較して高率であり，有意の差がある。

 2）死亡（第14表）：未熟児では出生とは逆に

医師立会のものに高率であるが，成熟児では差が

ない。

 未熟児は，出生は助産婦その他のものに多く，

    t ＞ 2

第16表単胎多胎別乳児死亡

   未熟児
陣 刷多 劇 計

死   自

生

 」E ’6－TTi－o一一丁7rm66
919t，・rr7”ZZ）．一1 －C．lrt・一339L）一L（Lt，99％．q）m

存1 464
 ［

65 529

計 520 75 595

嘩
．L

t 〈 2

成熟児
胎i多

ご   93 ’
LI （1．36％）

寄し磁心上
   6， 832 i

      L．．

胎i計
死

生

計

  0．「  eぎゴー
 （oo．S） ］ （1．36％）

．． lp．．1．．．．一g／・一zi？．．．．

  13 1 6，s4s
’一一L’”i””’一”“一一一r！
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 6． 未熟児と単胎多胎

 1） 出生（第15表）：多胎の未熱児出生率は85

％で単管の10倍以上であり，多胎の大部分が未熟

児であることも当然であろう。11）14）。

 2）死亡（第16表）：未熱児では多胎の死亡率

がやや高いが，検定すると有意の差を認めない。

これは本地区が前述のごとく中産階級の家庭が多

いため，充分な養護がされる結果であろう。成熟

児では多胎の死亡が0のため，結論をさける。

        総括及び結論

 昭和27年から30年にわたる4年聞に芝保健所

管内で出生した7， “O枚の出生票と，同出生児の

1年末満の死亡票159枚を用いて未熟児の境界に

ついて検討し，さらに出生時の社会生物学的環境

が，未熟児の出生及び乳児死亡にいかなる早馬を

及ぼすかを観察した。その結果を総括すれば次の

通りである。

 1 未熟児の境界

 1． 体重別出生：体重別出生度数分布をみると

3，000gを境としてそれ以下の体重では女の出生

が多く，3，100g以上では男の出生が多い。

 平均串生時体重は男3，1149，女3，0209で性

差は94gである。以上より男女間に性差のある

ことは明らかである。

 体重2，5009代の26％は丁度2， 500 9であっ

て，2，500gを含めるか否かにより未熟児の割合

は1．0％の差を生ずる。

 2．体重別乳児死亡＝体重別乳児死亡率は体重

の小さいものに高率であって，体重の増加するに

従って減少し，男は女より高い傾向がある。

 2，5009代の死亡の36％が丁度2，5009である

点から老えても，2，4009代のものが切り上げら

れて2，5009として記載されることが推察され

る。

 3．未熱児の出生：女の未熟児の境界を2，4509

とすると，未熟児の出生割合は8．4％で，境界を

2，5009等親た揚合と比較して1．6減少するが，な

わ男の7，4％より高い傾向がある。総出生性比並

びに早産性比が100をこえるのに比して，未熟児

の性比は93であることからも未熟児は女に多い。

 未熟児中の早性児の出生性比は101であり，満

期産児の出生性比は89であることから，女の未

三児は満期産児が多いことがわかる。

 4． 満期産早産別成熟児未熟児別乳児死亡：総

数，男，女とも未熟児は成熟児よりはるかに高い

死亡率をしめし，早産児は満期産児よりも高い死

亡率をしめす。早産成熟児満期産未熟児を比較す

ると，早産成熟児の死亡率がやや高い傾向がある

が有意の差を認めない。

 H 未熟児と出生時の社会生物学的環境

 1． 出生順位：未熟児の出生は，第1子は第2

子以上に比べて高率である。死亡は未熟児では差

がないが，成熟児では第2子以上のものが高率で

ある。

 2．身分：未熟児の出生は，1非嫡出子，嫡出子

とも差がない。死亡は未熱児では非嫡出子が高率

であるが，成熟児では差がない。

 3．死産の有無：未熟児の出生は死産の有るも

のに高率である。死亡は未熟児，悪熱児とも差が

ない。

 4．分娩の揚所：旋設内分娩は全出生児の70

％であり，未熱児出生は施設の内外で差がない。

死亡は未熟児，成熟児とも差がない。

 5．出生時立会人：未熟児出生は助産婦その他

の立会のものに高率である。死亡は未熱児では医

師立会のものが高率であるが，成熟児では差がな

い。

 6．単胎多胎：多胎の未熟児出生率は単胎より

はるかに高率である。死亡は未熟児では差がな

い。

 以上今回の調査は，未熟児の境界を体重のみで

なく在胎月数をも考慮してきめるべきか否かの点

を再検討するために行ったのであるが，その結果

女の未熟児は満期産児が多く早産成熟児は満期産

未熟児より死亡率が高い傾向があるが，いずれも

統計的に有意ではなく，明らかな結論がえられな

かったが，淀橋のように否定的結論ではなかった。

なお2，5GO 9を含めて2，5009以下とする点，男

女別々に境界を定めるべきが妥当である点は前回

迄の調査と同様であった。出生時の社会生物学的

環境が未熟児に及ばす影響については，出生時立

会人別を除いては著者の前三保健所の調査及び諸

氏の従来の報告と同様であった。すなわち，助産

婦その他の立会のものに未熟児が多い点及び未熟

児の死亡は医師立会のものが高率である点は前回

までの調査と逆であった。

 稿を終るに臨み終始御指導御校閲を頂いtこ吉岡博人

教授並びに資料その他の点で御協力頂いた芝保健所の
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方々に心からお礼を申し上げます。

        友   献

1）水谷民子：出生時体重の研究，東京女医大誌，

  27， 38～46 （目召32）

2）水谷 子，未熟児についての一考察，東京女医

  大誌，27，383～393（昭32）

3）水谷民子：未熟児についての一考察，第皿報，

  （淀橋保健所における調査），東京女医大誌，27

  715rV725 （日召 32）

4）水谷民子：未熟児についての一考察，第H報，

  （渋谷保健所における調査），東京女医大誌，28

 336t）346 （日召33）

5）山下 章 他：乳児死亡の原因に関する統計的

  観察，衛生統計，3，19～32（昭25）

6）嶋田和正：東京都における未熟児の状況，小児

  保健研究，13，32～33（昭29）

7）小宮山新一他：未熟児の出生と死亡について

  小児保健研究，13，211～214（昭29）

8）甕齎代 他：未熟児統計についての一考察，東

  京女医大誌，26，295～301（昭31）

9）甕君代 他：未熟児と若干の社会生物学的因子

  東京女医大誌，26，302～305（昭31）

10）富田一郎：杉並区における未熟児の統計的考察

  衛生統計，4，6～13（昭26）

11）岩崎撫毅 他：大阪府下における未熟児の研究

  小児保健研究，13，142～146（昭29＞

12）川越慶三：大阪市における未熟児の出生につい

  て，小児保健研究，13，96～97（昭29）

13）角田属作：未熱児，厚生の指標，2，4～10（昭

  30）

14）角田厨作：出生から乳児死亡えの追跡，厚生の

  手旨標， 3， 2－v33 （日召 31）
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